
    年  月   日   週目 主日礼拝  福音 救  得 神 力                   

  原罪 始      創        創        創        創            私   価値観     利益宗教的観念 持 

  原罪 過程            義人    一人      

  原罪 結果                人  罪 犯     神   栄誉 受                   罪  来 報酬 死   

 本当 恥 受  人生 何     恥 受     古代   帝国 人本主義    世界 支配     人間 力 世界 征服        宗教人  災  何         霊的無知 知識人

    未信者状態 執着 中毒 依存症 囚     霊的状態 子供 健康 動物 薬物 金 快楽 女 肉的欲求 走  

１．私は福音を恥としない救いと

神の力を体験
２．罪と死の原理から解放、神に向かうことに集中

３．絶対引き離されない救いの力、

魂が生かされる圧倒的な勝利者の信仰

１部「確信を持つ聖徒」

(ローマ８:３１－３９)
▲ローマ１:１６-１７((私は福音を恥と
は思いません。福音はユダヤ人をはじ

めギリシヤ人にも、信じるすべての人

にとって救いを得させる神の力です)
1)キリストの救いの約束・契約の成就
―ローマ 1：2-4(この福音は、神がそ
の預言者たちを通して、聖書において

前から約束されたもので、御子に関す

ることです。)
2)キリストによって召され人々
―ローマ 1：5-7(このキリストによっ
て、私たちは恵みと使徒の務めを受け

ました。それは、御名のためにあらゆ

る国の人々の中に信仰の従順をもた

らすためです。あなたがたも、それら

の人々の中にあって、イエス・キリス

トによって召された人々です)
3)ローマ 1：16(福音は信じるすべての人
にとって救いを受ける神の力)

4)ローマ 1：17(義人は信仰によって生き
る)

5)主のご自愛を体験する
―ローマ 5：8(しかし私たちがまだ罪
人であったとき、キリストが私たちの

ために死んでくださったことにより、

神は私たちに対するご自身の愛を明

らかにしておられます)
(1)神様の契約
(2)契約が成就
―ヨハネ 19:30(完了した)
－七つの祝福（身分と権威）

▲ローマ 8：1－2
〇救いの力、神の力が何であるのか―１人の弟子,レムナント
1)ローマ 8：1-2(なぜなら、キリスト・イエスにある、いのち
の御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したか

らです)
(1)キリストの中にある命の原理―命の御霊の法律
(2)どんな力もキリストの愛から我々を引き離すものはない
(3)神の御霊の原理によって罪と死の原理から解放をした
(4)罪とサタンの圧政から我々を解放

2） 集中と幸せを味わう時間―(問題の前で)神に対する集中
(1)執着、依存、中毒、偶像➡ 心配、恐れ、病、金に陥る

(2)祈らないものは自己中心になる
(3)人間は考える葦(滅びの道、口数が多い)（人本主義）
－間違い

3） 黙想と定刻礼拝に集中することができるように

(1）神に向かう時間にたいして多くが関心を持つ
(2)ヨセフ、ダニエルは神に向かって祈りをしていた。
(3)２４時の中にいる(祈りの完成)
(4)問題を通して主の御心の中に集中する時間
(5) 力のある者は、他の者と結果が全く違う

4)霊的サミット(順序) ➡技能サミット(答) ➡文化サミット
(作品)
(霊的サミットを最も優先的に始めることが一番重要)
(使徒 1:1イエスがキリスト、1:3神様の国のことを
40日間集中)
(1)葛藤するということは２４時の集中が失われている結果
(2)力が失われている時に教会の献身も恵みの中で出来ない
(3)命の御霊の原理を深く発見する事・問題を余裕をもって
乗り越える

１）悪魔、死の力が打ち砕かれ、死の恐怖の奴隷

から解放－へブ 2:14－15(そこで、子たちはみ
な血と肉とを持っているので、主もまた同じよ

うに、これらのものをお持ちになりました。

これは、その死によって、悪魔という、死の力

を持つ者を滅ぼし、一生涯死の恐怖につながれ

て奴隷となっていた人々を解放してくださる

ためでした。

２）キリストから引き離すものはなく、圧倒的な

勝利者となる－ローマ 8:34－39(しかし、私た
ちは、私たちを愛してくださった方によって、

これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な

勝利者となるのです。私はこう確信していま

す。死も、いのちも、御使いも、権威ある者も、

今あるものも、後に来るものも、力ある者も、

高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、

私たちの主キリスト・イエスにある神の愛か

ら、私たちを引き離すことはできません)
３）神様のみことばと人間のたましいは永遠

・救い（天国）も永遠です－ロマ 16：25-27(私の
福音とイエス・キリストの宣教によって、すな

わち、世々にわたって長い間隠されていたが、

今や現わされて)
▲結論

①アフリカ宣教（ナイジェリア、エチオピア、モ

ザンビーク）

②区域、各地教会（２-３人のチームになっての
三つの今日）

③講壇メッセージ刻印、根、体質＝癒しと答え、

召命発見）集中チーム使役

④Remnant（次世代）

1．勝利者の確信
ローマ 8:33
へブ 2:14－15
ローマ 8:34
ローマ 8:37
ローマ 8:38－39

2．5つの確信
Ⅰヨハ 5:11－13
箴 3:5－6
エレ 33:1－3
Ⅰヨハ 1:9
Ⅰコリ 10:13

3．伝道者の確信
Ⅱテモ 3:14－15
ピリ 1:14
Ⅰテサ 1:5
ローマ 14:4－5



区域地教会（2018 年 6 月 10 日～6月 17 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「福音は救いを得る神の力」(ローマ 1:14-17、8：1-2)

【讃美】 494 わが魂罪にまよえど

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

祈り

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


